
◆ 放射線科 

◼ 放射線科とは 

放射線診断専門医が主に CTや MRI の画像診断を行い、そのレポート（報告書）を各診療科の担

当医へ報告しています。放射線科では丁寧な診断と各診療科との緊密な連携を心がけています。 

画像診断は現代医療において診断・治療の質を左右する重要なファクターであり、重症度の評価、

治療方針の決定、経過観察などに不可欠な役割を担っています。 

また、診断精度を高めるため、熟練した放射線技師と連携し、常に高品質な画像を提供できるよ

う努めています。さらに、近隣医療機関からご紹介いただいた患者様の画像検査にも対応してお

りますので、地域医療の一翼を担う存在として貢献できるよう努めております。 

                                                                                                       

 

⚫ 主な医療検査機器 

※こちらは、診療放射線科ページにも記載されています。 

一般撮影装置 

X線（レントゲン）による写真撮影を行うものです。 

一般撮影では、主に胸・腹部撮影、全身の骨撮影の二つがあります。採用しているのは平面検出

器（FPD：FlatPanelDetector）搭載型で、低線量でも高画質な画像を取得可能となっており、被ばく

線量の低減に有効な装置です。 

目的の部位に X 線を照射し、検出器で透過してきた X 線を読み取り、画像化します。当院では X

線写真を画像情報の電子化（フィルムレス化）によって提供しており、画像提供や画像保存の効

率化、待ち時間の短縮をつなげています。 

 

 骨密度測定装置 

骨粗しょう症の診断・治療に重要な骨密度の装置です。 

骨折リスクの高い腰椎正面や大腿骨の検査に対応しています。 

骨密度を測定することにより、加齢等による骨粗しょう症の早期発見、早期治療が可能になります。

併せて、病気に対する薬の使用にともなって発生する骨量の変化や、カルシウム剤使用の効果な

どの判定にも有効です。  

 



 CT装置 

CT とはコンピュータ断層撮影のことで、ComputedTomographyの略です。 

この装置の寝台に寝た状態で検査を行います。ドーナツ状の架台の中を、X 線を照射する管球と

X 線検出器が回転しながらデータを収集、コンピュータによって人体を輪切りにした画像として再

構成します。 

現在、技術が飛躍的に進歩しており、広い撮影範囲をより早く詳細に検査することが可能になっ

ています。CT による検査では、画像データから任意断面画像やカラー3 次元画像、血管像作成し、

詳細な診断画像を提供しています。 

 

 MRI装置 

MRI とは磁気共鳴画像（MagneticResonanceImaging）の略です。 

放射線は使用せず、強力な磁石および電磁波を使用して体内の状態を断面図として描き出す検

査です。主に優れた検出能力を発揮するのは、脳や脊髄、四肢、さらには子宮・卵巣・前立腺とい

った骨盤内の病変に関してです。 

当院では 3.0 テスラという最高性能の機器を導入しており、とくに早期の脳梗塞の有無や脳動脈

瘤・脳動脈解離の検出に優れた効果を発揮しています。また、造影 MRI検査も行っております。 

 

 血管撮影装置 

血管造影（アンギオと呼ばれます）を行う装置です。 

アンギオは、動脈または静脈からカテーテルと呼ばれる血管よりも細い管を目的の臓器まで、造

影剤と呼ばれる薬液を注入しながら X線で連続的に撮影し、挿入していく検査です。 

血流や腫瘍の分布、動脈瘤の有無、血管の狭窄や閉塞を調べることができます。 

頭部（脳）、腹部、心臓、大血管、下肢など様々な部位の血管撮影による検査、治療が可能です。 

 


